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沖縄本島より分離された新規有用微生物の性状解析PS-１

(CharacterizationofnwelusefmlmicrobesisoIatedhomOkinawals.）

新里尚也･松井徹（NaoyaShinzatoandTbruMatsui）

琉球大学遺伝子実験センター環境生命'情報分野

亜熱帯気候に属する琉球列島は島嗅域という地理的特徴とも相まって、独特

な生物相を発展させてきた。特に高等動植物については、数多くの固有種が確

認されており、生態学的、進化学的見地から興味深い対象として、多くの研究

者により活発に研究が行われている。その一方で、普段容易に目にする事がで

きない生物、微生物については、亜熱帯島唄域における多様性、固有性の知見

はほとんど得られていないのが現状である。しかしながら、気温や降水量、地

理的隔離等の諸条件は、すべての生物相の成り立ちに少なからず影響を与えて

いると考えられる事から、特有な微生物相が亜熱帯島喚域に形成されている可

能性は否定できない。琉球列島の微生物相の固有性は一部では示唆されている

ものの、その具体的な例は知られておらず、一般的に認識されているとは言い

がたい。そこで申請者は、亜熱帯島喚域より、これまで他の地域では得られて

いない新規な微生物を取得し、亜熱帯島喚域の微生物の固有性を具体的に示す

目的で、沖縄本島の中北部地域より、有用機能を有する微生物のスクリーニン

グを行った｡約ＺＯＯの士壌や水､植物等を含む環境試料から探索を行った結果、

硫黄化合物の一種であるスルホランを分解する微生物として、ＭＳ４株とＭＳ２Ｚ

株を見出した。また、ラセミフェニルコハク酸を立体選択的に分解する微生物

として、ＰＳ９株を得る事ができた。ＭＳ４株ならびにＭＳ２Ｚ株のスクリーニング

に用いたスルホランは天然ガスの精製過程で大量に使用される、環境汚染の危

険性が指摘されている化合物である。一方、ＰＳ９株は光学分割剤としての利用

の可能性が考えられる。これらの菌株を亜熱帯島唄域より分離された新規なバ

クテリアとして記載する事を目的として､l6SrRNA遺伝子をほぼ全長にわたっ

てＰＣＲ増幅し、塩基配列の決定を行なった。その結果、ＭＳ４株はｕ－プロテオ

バクテリアに属する肋ｍｅ"ｂ属に近縁なバクテリアであった。ＭＳ２２株とＰＳ９

株はともにアクチノバクテリアに属し、それぞれＲ〃odbcocc"s属とＣｊかjcocc"ｓ

属の一種である事が明らかとなった。l6SrRNA遺伝子の相同性からMS4株が

新属として提案できる可能性があると判断された事から、MS4株を中心に基質

の資化性試験ならびに、基本的な生理学的｣性質の試験を行った。様々な硫黄有

機化合物に対する分解活性の評価を行った結果、MS4株は主にチオジグリコー

ルとスルホランを唯一硫黄源として生育する事が明らかとなった。キノン分析

の結果、主要キノンはユピキノンー１０であった。主要な脂肪酸組成はC18:１(A9）
cjsであり､水酸化脂肪酸は含んでいなかった｡Ｇ+Ｃ含量は664mol％であった。

MS4株のl6SrRNA遺伝子による分子系統解析ならびに分類学的試験の結果、

形態や運動能の有無、脂肪酸組成などの点で既知の肋ｍｅ肋属細菌とは異なっ

ている事が明らかとなった事から、現在、本菌株をｑ－プロテオバクテリアに属

する新属新種、ShJl/Ｍ､”omr”肋αだ"ｓｊｓとして提案する準備を行なっている。


